
別紙５  

事業実施報告書 

補助対象事業 

☐ ①人材育成・確保  

☐ ②働き方改革・職場環境改善  

 ③販路開拓  

①～③のうち該当するものすべてにチェックをしてください。 

事業期間 令和 ２ 年 ６ 月   ～    令和 ２ 年 １０ 月 

事業結果 

【補助金を活用して実施した事業の内容】 

本事業では、自社ホームページの作成とチラシ作成による販路拡大に取り組んだ。 

実施担当者は、○○○○を中心に取り組んだ。 

具体的には、自社ホームページおよびチラシを作成し、自社の特徴である・・・・・・・・・・・・・

ということや○○○○○○○○○○○○○○○○○○ということを中心にＰＲを行った。 

作成したチラシは、７月に〇〇地域、８月に〇〇地域、９月に〇〇地域へと商圏内の顧客や事業所

への配布を行った。 

新たに作成したホームページには、自社の取組内容や実績を豊富に紹介するとともに、自社ホーム

ページから直接製品を購入できる機能やメールによる問い合わせ機能を搭載した。また各ＳＮＳと

も連動させている。 

作成したチラシには、自社や製品の強みや特徴、○○○○などのこだわりを明確に記載するととも

に、自社で取り組んでいるがあまり知られていない○○○○○○にも対応できることをＰＲできる

ものとした。またホームページへの誘導を狙いＱＲコードも記載し、ホームページとあわせての周

知を実施した。 

 

【補助金を活用して実施した事業の効果】 

本事業により、ホームページやチラシを見ていいただいた方からの問い合わせ件数が増加している

という効果が出ている。○月 〇〇件、●月 〇〇件の問い合わせがあり、現在〇件が商談中とな

っている。 

自社ホームページのショッピングページからの販売も好調に推移しており、○月は〇〇件の注文が

あり、売上も一定確保できる見込みであることから、非対面ビジネスモデルの構築ができた。 

また、自社ホームページを作成したことにより、これまで当社を知らなかった方にも当社のことを

知ってもらうきっかけとなり、求人の問い合わせも○件あり、そのうち１名は面接を行い、採用に

至った。 

 

 

※事業結果が分かる資料、写真等を添付してください。 

 

記入例 



事業実施後の予定について 

本事業により、当社のＰＲを行う上での有効なツールを構築することができた。今後は、年齢や

ターゲットにあわせて、チラシやＳＮＳ広告等を使いわけ、今回作成したホームページと連動さ

せてＰＲを行い、一層の効果拡大に取り組みたいと考えている。自社ホームページ内のショッピ

ングページでの取扱商品も随時増やしていくこととし、売上拡大に取り組む。 

また今回作成したホームページもうまく活用し、新たな人材の確保にも引き続き取り組むととも

に、テレワークの導入等も含めて、会社全体で働き方を変えていく取組も実施する。 

 

 

 

 

 

  


